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ア
ジ
ア
金
融
危
機
を
契
機
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
（
日
中
韓
）
域
内
の
健
全
な
経
済
発

展
の
た
め
に
債
券
市
場
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
債
券
市
場
育
成
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）
を
通
じ
て
数
多
く
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
刊
行
さ
れ
た

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
債
券
市
場
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
）
に
よ
る
『A

S
EA
N

＋3
 

B
O
N
D

 M
A
R
K
E
T G
U
ID
E

』
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
域
内
に
お
け
る

債
券
市
場
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
や
域
内
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
の
調
和
化
に
向
け
た
課
題
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
加
え
て
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
の
目
指
す
域
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ

ラ
の
調
和
は
、
わ
が
国
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
考
察
を
行
い
た
い
。

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
高
ま
っ
た

債
券
市
場
育
成
機
運

　

90
年
代
後
半
に
発
生
し
た
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
を
契
機
と
し
て
、
金
融
に

お
け
る
通
貨
と
期
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

解
消
、
通
貨
危
機
の
リ
ス
ク
低
減
、

お
よ
び
ア
ジ
ア
域
内
の
潤
沢
な
貯
蓄

を
域
内
の
投
資
に
結
び
つ
け
る
た
め

の
債
券
市
場
育
成
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
３
域
内
で
の
重
要
な
政
策
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か

ら
、
03
年
に
「
ア
ジ
ア
債
券
市
場
育

成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（A

sian B
ond 

M
arkets Initiative

：A
B
M
I

）」

が
創
設
さ
れ
、
種
々
の
検
討
が
な
さ

れ
て
き
た
。
な
か
で
も
前
記
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
、
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
債
券
取
引
の
促
進
が
あ
ら
た
め

て
認
識
さ
れ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
お
け

る
検
討
内
容
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た

め
に
、
10
年
か
ら
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋

３
債
券
市
場
フ
ォ
ー
ラ
ム

（A
S
E
A
N

＋3
 Ｂ
ond Ｍ

arket 

Ｆ
orum

：A
B
F
M

）」
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
の
特
徴
は
各
国

の
政
策
当
局
者
だ
け
で
は
な
く
、
民

間
金
融
機
関
や
取
引
所
、
決
済
機
関

な
ど
、
広
範
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
関
係
者

が
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋

３
各
国
の
債
券
市
場
規
制
お
よ
び
市

場
慣
行
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う

サ
ブ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
1
（
Ｓ
Ｆ
１
）

と
、
取
引
慣
行
お
よ
び
決
済
上
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
調
和

化
に
基
づ
く
業
務
の
一
貫
処
理

（S
t
r
a
ig
h
t

 

T
h
r
o
u
g
h 

P
rocessing

：S
T
P

）
化
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
サ
ブ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

（
Ｓ
Ｆ
２
）
が
設
け
ら
れ
、
１
年
半

に
わ
た
り
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
。

『A
S
E
A
N

＋

3
 
B
O
N
D
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M
A
R
K
E
T

 G
U
ID
E

』
で
は
、
こ

こ
で
の
検
討
結
果
が
網
羅
的
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

欧
米
と
遜
色
の
な
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ラ

『A
S
E
A
N

＋3

　

B
O
N
D

 

M
A
R
K
E
T

 G
U
ID
E

』
で
は
、
冒

頭
で
域
内
債
券
市
場
の
取
引
イ
ン
フ

ラ
全
般
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い

る
（
図
表
）。
ま
ず
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
域
内

で
債
券
市
場
が
す
で
に
存
在
す
る
10

地
域
で
は
、
欧
米
各
国
の
先
進
的
な

市
場
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
、

強
固
で
健
全
な
債
券
市
場
イ
ン
フ
ラ

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
ま
た
、
現
在
も
技
術
進
歩
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
一
層
の
改
良
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
各
市
場
を
詳

細
に
み
て
い
く
と
、
国
債
は
お
も
に

店
頭
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
市
場
で
取
引
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
債
券
取
引
が
通
常
ク
ォ
ー
ト
ド
リ

ブ
ン
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て

も
自
然
な
傾
向
で
あ
り
、
取
引
所
に

お
け
る
オ
ー
ダ
ー
ド
リ
ブ
ン
な
取
引

は
、
多
く
の
国
々
で
低
い
割
合
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
中
国
や

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
一
部
の
地

域
で
は
、
取
引
所
の
取
扱
量
が
一
定

の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
と
く
に
韓

国
で
は
取
引
所
経
由
の
取
引
が
近
年

拡
大
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
で
は
、
債
券
市
場
の
イ

ン
フ
ラ
を
「
取
引
」「
取
引
照
合
」

「
清
算
」「
決
済
照
合
」「
証
券
決

済
」「
資
金
決
済
」
の
項
目
で
整
理

し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
す
べ
て
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
俯
瞰
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
共
通
の
パ
タ
ー
ン
、
お
よ
び
ユ

ニ
ー
ク
な
特
徴
を
も
つ
市
場
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
パ
タ
ー
ン
が
分
か

れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
第
一
に

Ｃ
Ｓ
Ｄ
（
債
券
決
済
機
関
）
に
対
す

る
決
済
指
示
の
伝
達
方
法
の
違
い
が

あ
げ
ら
れ
る
。
中
国
、
韓
国
（
取
引

所
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の

各
市
場
で
は
、
証
券
決
済
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
、
取
引
シ
ス
テ
ム
か
ら
直

接
Ｃ
Ｓ
Ｄ
へ
送
信
さ
れ
る
。
一
方
、

香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
韓

国
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
市
場
）、
マ
レ
ー
シ

ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
で
は
、

取
引
関
連
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
直
接
の

連
携
は
な
く
、
Ｃ
Ｓ
Ｄ
に
対
す
る
決

済
指
示
は
売
買
当
事
者
の
カ
ス
ト
デ

ィ
ア
ン
が
別
途
入
力
す
る
必
要
が
あ

る
。
債
券
取
引
の
Ｓ
Ｔ
Ｐ
化
と
い
う

〔図表〕 ＡＳＥＡＮ＋３域内における代表的な国債取引基盤一覧図

（出所）　ABMF“ASEAN+3 BOND MARKET GUIDE”をもとに筆者が改変。
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観
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
前
者
の
シ

ス
テ
ム
間
連
携
は
よ
り
先
進
的
な
形

式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
他
の
市
場

に
お
い
て
も
同
様
の
取
組
み
が
期
待

さ
れ
る
。

　

次
に
パ
タ
ー
ン
が
分
か
れ
る
ポ
イ

ン
ト
は
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
清
算
機
関
）
の
存

在
で
あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
設
置
し
て
い

る
市
場
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
対
象
は
い
ず
れ

も
国
内
取
引
に
限
ら
れ
て
い
る
。
今

後
他
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
債
券
取

引
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
増
加
す
る
に
つ

れ
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性
が
認
識
さ

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
注
目
す
べ
き
視
点
は

Ｃ
Ｓ
Ｄ
の
運
営
主
体
で
あ
る
。
各
市

場
の
Ｃ
Ｓ
Ｄ
は
Ｄ
Ｖ
Ｐ
決
済
（
資
金

と
証
券
の
同
時
決
済
）
の
た
め
に
中

央
銀
行
の
資
金
決
済
シ
ス
テ
ム
と
連

携
し
て
い
る
。
日
本
を
は
じ
め
と
し

て
、
香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
各
市

場
の
中
央
銀
行
が
Ｃ
Ｓ
Ｄ
の
機
能
を

提
供
し
て
、
資
金
・
証
券
決
済
の
一

体
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

市
場
に
お
い
て
は
Ｃ
Ｓ
Ｄ
が
独
立
し

た
機
関
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
分
類
に
加
え
て
、

独
自
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
ベ
ト
ナ
ム
の
市
場
で
あ

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

債
券
取
引
所
の
シ
ス
テ
ム
が
Ｃ
Ｓ

Ｄ
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
各
シ
ス
テ
ム
と
連
携

を
行
い
、
Ｄ
Ｖ
Ｐ
決
済
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、
他
市
場
と
イ

ン
フ
ラ
構
成
が
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
す
べ
て
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
取
引
が
ハ
ノ
イ
証
券
取
引
所
の

シ
ス
テ
ム
に
入
力
さ
れ
、
Ｃ
Ｓ
Ｄ
に

連
携
さ
れ
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
で

は
資
金
決
済
が
中
央
銀
行
で
は
な
く

商
業
銀
行
で
行
わ
れ
、
か
つ
他
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
域
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
（
即
時
グ
ロ
ス
決
済
）

を
採
用
し
て
い
る
な
か
で
、
ベ
ト
ナ

ム
で
は
ネ
ッ
ト
決
済
が
行
わ
れ
て
い

る
。国

債
取
引
に
お
け
る

モ
デ
ル
フ
ロ
ー

　

各
国
の
市
場
イ
ン
フ
ラ
に
加
え
て

重
要
に
な
る
の
が
、
実
際
の
取
引
処

理
の
フ
ロ
ー
で
あ
る
。
域
内
各
市
場

で
は
す
で
に
Ｄ
Ｖ
Ｐ
決
済
が
実
現
し

て
い
る
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｄ
へ
の
決
済
指
示

方
法
な
ど
が
市
場
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
お
り
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
で
は
以
下
の
３

パ
タ
ー
ン
を
抽
出
し
て
い
る
。
①
Ｃ

Ｓ
Ｄ
へ
買
手
／
売
手
側
か
ら
決
済
指

示
が
直
接
入
力
さ
れ
る
モ
デ
ル
、
②

取
引
シ
ス
テ
ム
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｄ
へ
決
済

指
示
が
送
信
さ
れ
る
モ
デ
ル
、
③
①

を
ベ
ー
ス
に
ロ
ー
カ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ

（
後
述
）
を
伴
う
モ
デ
ル
。
こ
の
う

ち
最
も
標
準
的
な
フ
ロ
ー
は
①
の
モ

デ
ル
で
あ
り
、
香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
韓
国
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
市
場
）、
タ
イ

の
各
市
場
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
②

は
取
引
所
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

い
る
場
合
に
み
ら
れ
、
中
国
、
韓

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
取
引
所
経
由
の

取
引
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
日
本
は

③
の
モ
デ
ル
に
該
当
し
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
と
も
に
、
中

央
銀
行
が
Ｃ
Ｓ
Ｄ
機
能
を
提
供
し
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ

で
は
各
国
の
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
決
済
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
業
務
フ
ロ
ー

図
を
作
成
し
て
、
業
務
分
析
を
加
え

て
い
る
。

　

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
経

由
、
ユ
ー
ロ
ク
リ
ア
・
ク
リ
ア
ス
ト

リ
ー
ム
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
の
利
用
な

ど
、
複
数
の
チ
ャ
ネ
ル
に
よ
る
取
引

が
考
え
ら
れ
る
が
、
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
で
の

調
査
の
結
果
、
現
状
の
域
内
で
の
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
と
ロ
ー
カ
ル

・
カ
ス
ト
デ
ィ
ア
ン
が
連
携
し
て
取

引
を
行
う
モ
デ
ル
が
標
準
的
で
あ
る

と
整
理
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
業
務
フ

ロ
ー
そ
の
も
の
が
類
似
し
て
い
て

も
、
シ
ス
テ
ム
連
携
す
る
際
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
異
な
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
促
進

の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
認

識
さ
れ
て
い
る
。

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
の

Ｓ
Ｔ
Ｐ
化
に
向
け
た
課
題

　

今
回
の
調
査
の
出
発
点
と
な
っ
て

い
る
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
既
往
レ
ポ
ー
ト

（
Ｇ
ｏ
Ｅ
レ
ポ
ー
ト
、
注
）
で
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
に
お
け
る
債
券
市

場
の
Ｓ
Ｔ
Ｐ
化
に
向
け
た
課
題
が
提

起
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｆ
２
で
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
照
合
、

証
券
番
号
、
決
済
期
間
の
四
つ
が
検

討
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２

（
Ｘ
Ｍ
Ｌ
を
利
用
し
た
金
融
業
務
向

け
通
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
登
録
手
続
に

関
す
る
国
際
規
格
）
が
取
引
後
の
決

済
処
理
の
Ｓ
Ｔ
Ｐ
化
に
向
け
た
基
本
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要
素
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
独
自
の

プ
ロ
ト
コ
ル
を
利
用
し
て
い
る
市
場

（
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
・
カ

ス
ト
デ
ィ
ア
ン
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
変

換
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
対
応
は
シ

ス
テ
ム
の
構
築
・
保
守
に
コ
ス
ト
を

要
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
業
務
上
の

エ
ラ
ー
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
も
は
ら

ん
で
い
る
。
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
の
調
査
で

は
、
域
内
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０

２
２
の
採
用
は
進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

照
合
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）
に
つ
い
て

は
、
各
債
券
市
場
に
お
い
て
取
引
も

し
く
は
決
済
に
お
け
る
照
合
プ
ロ
セ

ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
マ
ッ
チ
ン

グ
に
は
売
手
／
買
手
双
方
が
情
報
を

入
力
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｄ
等
の
機
関
が
シ
ス

テ
ム
上
で
照
合
を
行
う
方
式
（
セ
ン

ト
ラ
ル
・
マ
ッ
チ
ン
グ
方
式
）
と
、

売
手
ま
た
は
買
手
の
一
方
か
ら
発
信

さ
れ
た
指
示
に
対
し
て
取
引
相
手
が

承
認
を
行
う
方
式
（
ロ
ー
カ
ル
・
マ

ッ
チ
ン
グ
方
式
）
が
存
在
し
、
各
市

場
に
よ
っ
て
採
用
す
る
方
式
が
異
な

っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
売
手
お
よ
び

買
手
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
カ
ス
ト
デ
ィ

ア
ン
の
間
で
行
わ
れ
る
マ
ッ
チ
ン
グ

で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
話
に
よ
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
対
応
が
い
く
つ
か
の
市
場
で

依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｔ

Ｐ
化
の
観
点
か
ら
シ
ス
テ
ム
整
備
が

望
ま
れ
る
。

　

証
券
番
号
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

６
１
６
６
で
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
（
国
際
証
券
コ
ー

ド
）
の
利
用
が
基
本
と
な
り
、
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
が
利
用
で
き
な
い
市
場
は
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｐ
化
の

障
害
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
現
状

で
は
、
①
債
券
の
発
行
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｎ
コ
ー
ド
が
確
定
し
て
い
な
い
、
②

国
内
の
市
場
参
加
者
が
取
引
お
よ
び

決
済
に
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
を
利
用
し
て
い
な

い
、
③
Ｃ
Ｓ
Ｄ
で
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
が
利
用

さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど
の
問
題
が
残

さ
れ
て
い
る
。

　

決
済
期
間
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

市
場
に
お
い
て
国
債
は
Ｔ
＋
１
（
取

引
日
プ
ラ
ス
１
日
）
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
で

は
、
各
国
の
市
場
慣
行
お
よ
び
時
差

の
違
い
か
ら
、
Ｔ
＋
１
で
の
決
済
の

実
現
は
む
ず
か
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
で
は
、
市
場
間
で
の

共
通
ル
ー
ル
化
が
今
後
の
課
題
と
し

て
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
既
往
レ
ポ
ー
ト
で
指

摘
さ
れ
た
問
題
以
外
に
も
、
Ａ
Ｂ
Ｍ

Ｆ
で
は
以
下
の
課
題
を
抽
出
し
て
い

る
。
第
一
に
、
用
語
統
一
の
必
要
性

で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
域
内
で

は
、
同
じ
用
語
で
あ
っ
て
も
別
の
意

味
あ
い
で
使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
一
例
と
し
て
、
多
数
の
国
で
は

決
済
期
間
を
取
引
日
か
ら
決
済
日
ま

で
の
日
数
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る

が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
取
引
結
果
を
シ

ス
テ
ム
入
力
し
た
日
（
現
状
の
慣
行

で
は
実
際
の
取
引
の
翌
日
）
を
取
引

日
と
し
て
起
算
し
て
い
る
。
第
二

に
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
要
否
で
あ

る
。
中
国
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

は
じ
め
と
し
た
域
内
の
多
く
の
市
場

で
は
、
債
券
取
引
の
結
果
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
、
当
局
や
自
主
規
制
団
体
に

報
告
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
と

く
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
取
引
報

告
を
行
い
、
当
局
か
ら
取
引
ご
と
に

付
与
さ
れ
る
番
号
を
得
な
い
限
り
、

証
券
決
済
の
シ
ス
テ
ム
登
録
が
行
え

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
レ
ポ

ー
テ
ィ
ン
グ
制
度
は
債
券
市
場
の
透

明
性
を
高
め
る
う
え
で
重
要
な
要
素

で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
全
体
で

の
取
組
み
が
望
ま
れ
る
。

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
の
今
後
の
動
き

　

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
で
は
12
年
上
半
期
か
ら

第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
検
討
に
入
っ
て
い

る
。
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
Ｓ
Ｆ
２
で
は

三
つ
の
主
要
タ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
第
一
に
、
社
債
の
Ｄ
Ｖ
Ｐ
決

済
お
よ
び
国
債
・
社
債
両
者
の
利
払

・
償
還
に
関
し
て
、
各
市
場
の
業
務

フ
ロ
ー
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
促
進
の
際
の
課

題
抽
出
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
第
二

に
、
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
決
済
に
お
け
る
決

済
指
示
な
ら
び
に
決
済
実
行
通
知
に

関
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｄ
と
市
場
参
加
者
と
の

間
で
や
り
と
り
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
上

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
各
Ｃ
Ｓ
Ｄ
間
の
差
異
抽
出

を
行
う
予
定
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
３
域
内
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
０
０
２
２
に
収

斂
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
標
準
で
収
ま
り
き

れ
な
い
も
の
も
出
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
本
取
組
み
を
通
じ
て
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
か
ら
国
際
標
準
に
対

す
る
提
言
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
第

三
が
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
で
あ

る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
は
15
年
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
発
足
に
向
け

て
、
債
券
市
場
整
備
が
急
が
れ
て
い

る
。
ま
た
、
法
規
制
の
新
設
改
変
や



42金融財政事情2012． 5． 14

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
な
ど
、
債
券

市
場
を
と
り
ま
く
外
部
環
境
が
急
激

に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
環

境
変
化
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
全
体
で
の
債
券
市
場
イ

ン
フ
ラ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
状
の
債
券
取
引

に
関
す
る
業
務
フ
ロ
ー
を
さ
ら
に
明

ら
か
に
し
、
差
異
抽
出
を
行
い
な
が

ら
課
題
を
明
確
に
し
、
か
つ
将
来
展

望
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
域
内
の
債
券
市
場
の
調
和
が
ど

の
よ
う
に
図
ら
れ
る
の
か
、
中
長
期

的
展
望
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

本
邦
へ
の

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
の
目
指
す
域
内
マ
ー
ケ

ッ
ト
イ
ン
フ
ラ
の
調
和
は
、
わ
が
国

に
何
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
３
点
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　

第
一
に
資
金
流
動
性
の
拡
大
可
能

性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。
Ａ
Ｂ
Ｍ

Ｆ
で
の
取
組
み
が
基
礎
と
な
り
、
Ｃ

Ｓ
Ｄ
が
相
互
に
接
続
し
、
か
つ
決
済

が
容
易
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
に
お
け
る
債
券
市
場

が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
債
券
の
発
行
体
、
資
金

運
用
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
か
り
に
Ｃ

Ｓ
Ｄ
間
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接
続
さ
れ

た
場
合
に
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
担

保
の
ス
キ
ー
ム
普
及
が
促
進
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
市

場
の
債
券
を
担
保
と
し
て
他
の
市
場

で
資
金
供
給
を
受
け
る
仕
組
み
で
あ

る
。
現
在
、
日
本
銀
行
と
タ
イ
中
央

銀
行
に
よ
る
、
日
本
国
債
を
担
保
と

し
た
タ
イ
・
バ
ー
ツ
資
金
供
給
策
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
的
に

は
接
続
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本

国
債
を
タ
イ
・
バ
ー
ツ
資
金
供
給
担

保
用
に
あ
ら
か
じ
め
取
り
分
け
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
も
し
、
両
国
の
Ｃ

Ｓ
Ｄ
が
直
接
接
続
さ
れ
担
保
管
理
シ

ス
テ
ム
が
自
動
的
に
機
能
す
る
場
合

に
は
、
本
邦
金
融
機
関
が
日
本
国
債

を
担
保
と
し
て
タ
イ
・
バ
ー
ツ
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
調
達
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
金
融
機
関
の
タ
イ
・
バ

ー
ツ
調
達
手
段
が
拡
大
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
る
。

　

第
二
に
債
券
市
場
が
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
な
い
国
へ
の
支
援
が
考
え

ら
れ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ブ
ル
ネ

イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
に
は
、

債
券
市
場
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
構
築
を
技
術
面
や
制
度
設
計

な
ど
で
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
地
域
全
体

で
流
動
性
、
安
全
性
、
信
頼
性
の
高

い
債
券
市
場
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
債
券
決
済
関

連
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
済
み
の
各
地
域

に
対
し
て
も
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

時
に
証
明
さ
れ
た
日
本
が
も
つ
高
い

レ
ベ
ル
の
仕
組
み
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
現
状
よ
り
も
安
全
で
強
固

な
イ
ン
フ
ラ
へ
の
移
行
を
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
の
次
フ
ェ
ー

ズ
で
作
成
さ
れ
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
、
各
国
の
シ
ス
テ
ム
・
リ
プ
レ
イ

ス
の
時
期
が
明
示
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
な
が
ら

地
域
全
体
と
し
て
よ
り
よ
い
イ
ン
フ

ラ
構
築
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
官
民

合
わ
せ
た
協
力
体
制
の
構
築
が
望
ま

れ
る
。

　

最
後
に
、
調
和
化
さ
れ
た
域
内
マ

ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ラ
を
用
い
た
、
本

邦
金
融
機
関
を
含
め
た
、
地
域
全
体

の
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
が
期
待
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
10
年
に
発
表
さ

れ
た
政
府
の
新
成
長
戦
略
で
は
「
ア

ジ
ア
と
日
本
を
つ
な
ぐ
金
融
」
が
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
柱
と
し
て
謳
わ

れ
て
い
る
。
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
の
取
組
み
に

よ
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ラ
の
調

和
化
が
図
ら
れ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３

域
内
で
の
債
券
取
引
の
障
害
が
長
期

的
に
は
克
服
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ラ
の

調
和
化
は
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
債
券
取

引
を
促
し
、
本
邦
金
融
機
関
を
含
め

た
地
域
全
体
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
拡
大
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

（
注
）“R

e-assessm
ent of A

B
M
I G

roup 

of E
xperts R

eport”

に
し
は
ら　

ま
さ
ひ
ろ

さ
く
ら
銀
行
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
経

て
、
06
年
か
ら
現
職
。
お
も
に
金
融

市
場
、
金
融
機
関
の
事
業
戦
略
の
立

案
や
提
言
に
従
事
。

や
ま
だ　

よ
う
す
け

大
手
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー

を
経
て
、
10
年
７
月
か
ら
現
職
。
お

も
に
金
融
、
決
済
事
業
に
関
す
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
、
事
業
戦
略
の

立
案
や
提
言
に
従
事
。


